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11月の行事予定
　
　
　
　

事
務
長　

山
床
良
広

  

お
互
い
「
精
一
杯
」
…
。

　　  

写真は本校事務室の仕事風景。

「
鶴
丸
、
咆
哮
。
」

　
　
　

第
六
十
八
回　

文
化
祭

十
一
月
十
四
日
（
月
）
は
、
集
団
読
書
の
日
で
す
。

　
　
　

　

お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　

 

国
に
お
け
る
教
育
の
在
り
方
や
今
後
の
方
向
性

等
を
審
議
す
る
場
と
し
て
、
中
央
教
育
審
議
会
と

い
う
文
部
科
学
大
臣
の
諮
問
機
関
が
あ
り
、
数
年

前
か
ら
「
チ
ー
ム
学
校
」
と
い
う
こ
と
が
議
論
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

学
校
で
勤
務
し
て
い
る
先
生
方
や
事
務
室
の
職

員
、
そ
の
ほ
か
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
学

校
の
職
員
以
外
の
方
々
も
教
育
に
関
わ
り
、
全
体

が
チ
ー
ム
と
し
て
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
り
、
教
育
活

動
の
効
果
を
よ
り
一
層
高
め
よ
う
と
い
う
も
の
だ

と
私
な
り
に
捉
え
て
い
ま
す
。

「
チ
ー
ム
学
校
」
、
本
当
に
良
い
響
き
の
言
葉
だ

と
思
い
ま
す
。

　

私
が
鶴
丸
高
校
に
勤
務
し
て
二
年
目
に
な
り
ま

し
た
。
本
校
の
場
合
、
生
徒
の
皆
さ
ん
一
人
一
人

が
力
を
つ
け
て
成
長
す
る
よ
う
に
、
日
々
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
先
生
方
、
Ｇ
Ｏ
鶴
セ

ミ
ナ
ー
や
各
種
行
事
の
開
催
等
に
、
労
を
惜
し
ま

ず
に
協
力
し
て
く
だ
さ
る
同
窓
会
の
先
輩
や
保
護

者
の
皆
様
方
。
ま
た
、
皆
さ
ん
が
健
康
で
元
気
に

活
動
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
て
く
だ
さ
る
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
学
校
医
・
学
校
薬
剤
師
の
先

生
方
、
進
路
の
講
演
等
を
行
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
大
学
の
先
生
方
な
ど
、
多
く
の
方
々
が
生
徒
の

皆
さ
ん
の
成
長
に
対
し
て
深
い
思
い
を
持
っ
て
関

わ
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

百
二
十
有
余
年
の
本
校
の
歴
史
に
お
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
教
育
活
動
に
多
く
の
方
々
が
従
事
さ

れ
、
「
チ
ー
ム
」
と
し
て
の
確
固
た
る
充
実
し
た

教
育
活
動
の
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
徒
の
皆
さ
ん
も
、
入
学
式
や
卒
業
式

の
各
種
式
典
等
に
お
い
て
、
本
校
行
事
で
の
格
調

の
高
さ
や
永
年
の
歴
史
が
築
い
て
き
た
伝
統
と
い

う
も
の
を
肌
で
感
じ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

本
校
で
の
三
年
間
に
お
い
て
、
皆
さ
ん
が
目
指

す
栄
冠
を
勝
ち
取
る
た
め
に
は
、
楽
し
い
日
々
ば

か
り
で
は
無
く
、
悩
み
苦
し
む
こ
と
も
あ
る
こ
と

か
と
思
い
ま
す
。

　

先
日
、
今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
受
賞
者
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
が
、
四
年
前
に
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
研
究

で
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
さ
れ
、
現

　

十
月
十
九
日
、
後
期
の
生
徒
会
長
を
決
め
る
生
徒

会
長
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
選
挙
は
、
鹿

児

島

市

選

挙

管

理

委

員

会

の

ご

協

力

で

、

実

際

の

選

挙

で

使

わ

れ

る

投

票

箱

と

投

票

記

載

台

を

使

用

し

て

投
票
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
会
長
選
挙
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
選
挙
に
つ

い
て
の
出
前
授
業
で
は
、
鹿
児
島
市
選
挙
管
理
委
員

会
の
方
が
、
実
際
の
選
挙
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る

か
を
詳
し
く
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
続
い
て

立
会
演
説
会
が
行
わ
れ
、
た
だ
一
人
の
立
候
補
者
、

大
内
山
辰
志
く
ん
（
現
生
徒
会
長
・
二
年
）
が
演
説

を
行
い
ま
し
た
。

　

投
票
は
大
内
山
く
ん
の
信
任
投
票
。
実
際
の
投
票

箱
や
記
載
台
を
前
に
、
緊
張
し
た
面
持
ち
の
生
徒
た

ち
。
全
員
が
無
事
に
投
票
を
終
え
、
即
日
開
票
。
開

票
の
結
果
、
大
内
山
く
ん
の
再
選
が
決
ま
り
ま
し

た
。

　

選
挙
年
齢
が
十
八
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
三
年
生

の
一
部
に
は
選
挙
権
を
も
つ
生
徒
も
い
ま
す
。
ま

た
、
一
、
二
年
生
で
も
数
年
後
に
く
る
初
め
て
の
選

挙
。
権
利
を
放
棄
す
る
こ
と
な
く
、
主
権
者
と
し

て
、
自
分
の
一
票
の
重
み
を
感
じ
続
け
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

　

生
徒
総
会
で
は
、
会
務
報
告
等
に
続
い
て
、
恒
例

の
第
三
号
議
案
で
週
番
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
の
学
校
生
活
に
深
く
関
わ
る
週
番

活
動
の
充
実
を
訴
え
る
多
く
の
意
見
が
飛
び
交
い
、

活
発
な
話
し
合
い
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
三
年
生
に
と

っ
て
は
最
後
の
生
徒
総
会
で
し
た
が
、
三
年
生
か
ら

後
輩
た
ち
に
対
し
て
、
多
く
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
残
さ

れ
た
生
徒
総
会
で
し
た
。

　

今
回
の
課
題
図
書
は
、
井
上
ひ
さ
し
『
四
十
一
番

目
の
少
年
』
（
文
春
文
庫
）
で
す
。
秋
の
夜
長
に
、

鶴
丸
の
生
徒
と
同
じ
本
を
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

食
堂

1 火 ○

2 水 ロードレース大会説明会（7限） ○

3 ㊍ 文化の日 ×

4 金 ○

5 ㊏
悠学講座⑤
３年進研マーク

×

6 ㊐ ３年進研マーク ×

7 月 全校朝会 ○

8 火
ロードレース大会（１，２年）
３年実力考査（１日目）

×

9 水 ３年実力考査（２日目） ○

10 木 　 ○

11 金 １～６限40分，７限45分授業 ○

12 ㊏ ×

13 ㊐ ×

14 月
学年朝会
集団読書（１，２年）

○

15 火 ○

16 水 ○

17 木 　 ○

18 金 ○

19 ㊏ 悠学講座⑥ ×

20 ㊐ ×

21 月 全校朝会 ○

22 火 ○

23 ㊌ 勤労感謝の日 ×

24 木 ○

25 金 ○

26 ㊏ ×

27 ㊐ ×

28 月 ○

29 火
卒業考査(２日目）
中間考査(１日目）

×

30 水
卒業考査(３日目）
中間考査(２日目）

×

１１　　月

定
期
教
育
相
談

（
4
5
分
授
業

）

か
ご
し
ま
の
教
育
県
民
週
間

教
員
相
互
授
業
参
観
週
間

中掃除

卒業考査(１日目）

在
京
都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所
長
の
山
中

伸
也
氏
が
自
伝
で
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
書

い
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

山
中
氏
は
研
修
医
時
代
、
「
お
前
は
ほ
ん

ま
に
邪
魔
や
。
ジ
ャ
マ
ナ
カ
や
」
と
言
わ
れ

つ
づ
け
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
で
の
研
究
所
時
代

に
当
時
の
所
長
が
言
わ
れ
た
教
え
が
心
に
響

い
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
教
え
と
は
「
研
究
者
と
し
て
成
功
す

る
秘
訣
は
Ｖ
Ｗ
だ
。
Ｖ
Ｗ
さ
え
実
行
す
れ

ば
、
君
た
ち
は
必
ず
成
功
す
る
。
人
生
に
と

っ
て
大
事
な
こ
と
は
Ｖ
Ｗ
だ
。
Ｖ
Ｗ
は
魔
法

の
言
葉
だ
。
」
で
す
。

　

Ｖ
は
ビ
ジ
ョ
ン
、
Ｗ
は
ワ
ー
ク
（
し
か
も

ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
）
、
つ
ま
り
将
来
の
構
想
を

持
っ
て
精
一
杯
「
働
く
」
こ
と
が
成
功
に
は

不
可
欠
と
い
う
こ
と
を
、
そ
の
所
長
は
言
わ

れ
た
の
で
す
。

　

勉
強
の
み
な
ら
ず
、
体
育
祭
、
文
化
祭
等

の
学
校
行
事
や
部
活
動
な
ど
、
何
事
に
も
精

一
杯
に
取
り
組
ん
で
い
る
生
徒
の
皆
さ
ん
の

活
動
の
様
子
を
見
て
、
こ
の
本
の
こ
と
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
現
在
の
生
徒
の
皆
さ
ん
に

は
、
「
働
く
」
が
「
学
ぶ
」
で
し
ょ
う
か
。

　

シ
ン
デ
レ
ラ
階
段
横
の
卒
業
記
念
の
碑
に
校
歌

の
一
節
が
「
い
よ
い
よ
に
栄
光
（
ひ
か
り
）
あ
れ

か
し
」
と
刻
ま
れ
、
毎
日
、
皆
さ
ん
に
エ
ー
ル
を

送
っ
て
い
ま
す
。

　

無
限
大
の
可
能
性
を
秘
め
た
生
徒
の
皆
さ
ん

が
、
本
校
で
精
一
杯
学
び
、
有
意
義
な
悔
い
の
無

い
時
を
過
ご
し
て
、
卒
業
時
に
は
各
自
で
栄
冠
を

つ
か
み
、
将
来
、
「
Ｆ
ｏ
ｒ　

Ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｓ
」

の
精
神
を
も
っ
て
、
各
界
で
大
い
に
活
躍
す
る
よ

う
な
人
材
と
な
る
こ
と
を
、
多
く
の
方
々
が
心
か

ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
事
務
室
の
職
員
も
、
生
徒
の
皆

さ
ん
が
日
々
、
勉
学
や
部
活
動
に
精
一
杯
取
り
組

ん
で
い
る
様
子
や
、
甲
鶴
戦
や
体
育
祭
な
ど
で
一

喜
一
憂
す
る
姿
を
見
た
り
、
皆
さ
ん
か
ら
の
爽
や

か
な
挨
拶
で
、
元
気
と
仕
事
へ
の
意
欲
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
チ
ー
ム
」
の
意
識
を
強
く
持
ち

な
が
ら
、
生
徒
の
皆
さ
ん
が
日
々
、
安
全
で
気
持

ち
良
く
効
果
的
に
教
育
活
動
が
展
開
で
き
る
よ
う

な
環
境
づ
く
り
に
努
め
、
活
動
を
精
一
杯
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
の
皆

さ
ん
、
各
自
の
大
き
な
目
標
の
達
成
に
向
か
っ
て

精
一
杯
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

く
発
揮
し
た
後
、
各
学
年
主
任
か
ら
生
徒
た
ち
に
熱

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

　

展
示
会
場
も
熱
気

を
帯
び
て
い
た
よ
う

で
す
。
古
典
研
究
、

文
化
研
究
、
風
俗
研

究
な
ど
、
ク
ラ
ス
の

個
性
を
生
か
し
た
研

究
の
成
果
を
、
観
客

の
み
な
さ
ん
も
興
味

深
げ
に
観
覧
し
て
い

ま
し
た
。

　

体
育
館
一
階
多
目

的
ホ
ー
ル
で
は
食
物
バ
ザ
ー
が
、
中
庭
で
は
書
道
部

と
吹
奏
楽
部
の
合
同
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
行
わ
れ
、

校
内
全
体
が
文
化
の
色
に
彩
ら
れ
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
の
吹
奏
楽
部
コ
ン
サ
ー
ト
で
第
六
十
八

回
文
化
祭
は
閉

幕
。
生
徒
た
ち

の
心
に
鮮
や
か

な
彩
り
を
残
し

ま
し
た
。

　

今
年
度
も
多

く
の
方
々
に
来

場
い
た
だ
き
、

ま
た
、
多
岐
に

わ
た
る
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
こ
に

お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

十
月
八
日
、
今
年
度
の
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
選
ば
れ
た
の
は

「
鶴
丸
咆
哮
」
。
猛
獣
が
雄
叫
び
を
あ
げ
る
よ
う

に
、
鶴
丸
生
が
文
化
の
気
炎
を
あ
げ
る
姿
が
目
に

浮
か
び
ま
す
。

　

前
日
の
準
備
の
段
階
か
ら
、
展
示
発
表
の
教
室

や
体
育
館
ス
テ
ー
ジ
は
華
や
か
に
飾
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
当
日
。
生
徒
た
ち
が
体
育
館
に

詰
め
か
け
る
と
、
充
ち
満
ち
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
一

気
に
弾
け
ま
す
。
開
会
式
に
続
き
、
放
送
部
が
恒

例
の
「
か
ら
い
も
語
講
座
」
を
発
表
。
そ
し
て
、

二
年
生
が
ク
ラ
ス
劇
を
披
露
し
ま
す
。
音
楽
部
や

ダ
ン
ス
部
、
書
道
部
も
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
、
観
客
も
体
育
館
の
熱
気
そ
の
ま
ま
に
声
援

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
の
最
後
に
は
、
職
員
合
唱
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
忙
し
い
中
練
習
し
た
成
果
を
遺
憾
な

　

模
擬
選
挙
を
体
験

　
　
　
　
　
　　

生
徒
総
会
・
後
期
生
徒
会
長
選
挙

　
　
　
　
　
　

生徒総会の様子。自分の意見を
大勢の前で堂々と述べます。

【上】文化祭では，第二生徒館３階の悠久館
も公開されました。悠久館は，11/1～7の「か
ごしまの教育県民週間」でも公開されます。

【右】物理部の展示の様子。


